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「生活環境」の因子 「地域の人間関係」の因子 「自分らしい生き方」の因子

私は幸福である地域の人々は
幸せである

地域の生活に
満足しているウェルビーイング・

インパクトの視点

市民協働で築く「未来へかがやく創造都市・浜松」
における市民の幸福度の向上

政策の視点

デジタルと人の
共創基盤の視点

デジタル基盤の整備 デジタル人材の育成・確保

周りの人も楽しい
気持ちでいる

誰もが不安を抱えずに暮らす地域づくり 自分らしさを発揮できる地域づくり若者が活躍する地域づくり

スマートシティ推進組織の運営

• データ連携基盤
• マイナンバーカード
• オープンデータ
• 光ファイバ、5G、LPWA 等
• オンライン化やキャッシュレス化の推進

• 浜松市デジタル・スマートシティ官民連携PF
• 各分野の官民連携組織
• （モビリティ、CN、ウエルネス等）

• 小・中学生を対象としたプログラミング教室
• 企業等のDX人材の育成
• 庁内のDX人材の育成
• スマホ講座の開催

子育て 移動・交通 医療・福祉 公共空間
多様性
と

寛容性
地域との
つながり 雇用・所得 文化・芸術

子どもたちが
いきいきと暮らせる

好きな時に
好きなところへ移動

医療機関が
充実している

地域の雰囲気は
自分にとって心地よい

若者や女性が
活躍しやすい

このまちに
愛着を持っている

やりたい仕事を
見つけやすい

将来生まれてくる
世代のために、

良い環境や文化を残したい

統合マップ チームA



3

医療・福祉

買物・飲食 住宅環境

移動・交通

遊び・娯楽

子育て

初等・中等教育

地方行政
デジタル生活

公共空間

都市景観 自然景観自然の恵み

環境共生

自然災害

事故犯罪

地域とのつながり

多様性と寛容性

自己効力感

健康状態

文化・芸術
教育機会の豊かさ

雇用・所得

事業創造
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チームA
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地域とのつながり
「このまちに愛着を持っている」

高齢者のみ世帯 子育て・若者世帯 移住・転居者

病気・介護支援、
見守りの充実

買い物や家事支援
サービスの充実

学校・教育の場
の充実

近隣の働く場
の充実

環境面の変化
が少ない

面倒でない
人間関係

生まれ育った場所で、
最期まで不自由なく
生活したい

仕事・子育てをしながら、
地域の見守りを受けて
安心して暮らしたい

近所付き合いが気楽で、
面倒でない暮らしがした
い

暮らし続けられる環境 子育て、仕事ができる環境 地域との関係性

ペルソナ・ロジックツリー チームA
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【地域とのつながり】このまちに愛着を持っている
【ペルソナ】中山間地域への移住・転居者（20～40代の子育て世代）

• お互いに遠慮があり、相談・信頼できる人が少ない
• 地域活動への負担感が大きい
(近所付き合いが気楽で、面倒でない暮らしがしたい)

現

状

• 地域の人との信頼関係があり、お互いが気持ちよく、
安心して生活できる状態

将
来
像

• 【人】
子どもが接点

• 子育てサークル等の開
催、参加満足度
（独自アンケート）

• 子育てサークル等の交
流機会の創設

※移住者の就学前の子ども
の交流が少ない

• 市民の幸福度の向上
（幸福度のスコア）

• ペルソナの幸福度の向上
主観現在72.00→72.00
客観現在52.55→60.00

• 子育て環境の充実、不安
感の解消

• 定住率・移住者数向上
（市独自客観指標）

• 【物】フィールドの提
供・農作業の手伝い・
お祭りなどの行事

• 農地オーナー制度創設
• 農作業、地域行事への
参加（参加件数・独自ア
ンケート）

• 農地のオーナー制度
• 農作業の協同実施
• 子どもが活躍する場をつ
くる

• 市民の生活満足度の向上
（生活満足度のスコア）

• ペルソナの生活満足度の向
上

• 主観現在72.00→72.00
客観現在52.55→60.00

• 地域活動への市民参
加

• 地域住民の寛容性

• 【金】
助け合いによる物品の
提供

• 地域住民同士の助け合
い制度の活性化（参加
者数・独自アンケート）

• お手伝いや共同作業
のお礼として物品を提
供する制度の創設

• 地域のおける助け合い
精神

• 地域住民の信頼関係
の構築

• 【情報】
情報提供・共有

• 地域が主体となった制
度の運営

• SNS等で移住者が地域
内外へ主体的に情報を
発信できる制度(自分が
活躍できる)

• 自己効力感の向上
• 地域への愛着
• 定住率・移住者数向上
（市独自客観指標）

インプット 中間アウトプットアクティビティ 総合インパクト最終アウトプット

チームA

※緑文字のアウトプットはSCIアンケートにより計測
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【浜松市 幸福度指標システム】

【属性データ】

 性別
 年齢
 居住地区
 家族構成
 職業
 その他属性

・居住年数
・出身地
・通勤方法
・運転免許有無

【ウェルビーイングデータ】

 主観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

 客観データ
• ファーストレイヤー
• セカンドレイヤー

【分析枠組み・指標】

 階層型
• ロジックツリー
• 相関分析
• 回帰分析
• 因子分析

【分析結果】

 自治体全体
• 幸福度
• 生活満足度

 セグメント・ペルソナ別
• 幸福度
• 生活満足度

X X ⇒

チームA
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【浜松市 幸福度指標システム】

【人材育成】

 庁内研修
（管理職・中堅職員）

 コミュニティ担当職員への意
識づけ

 地域における推進役の育成

【報告・モニタリング】

 市民向けダッシュボード

 推進本部会議（庁内）

 年次報告

【市民参加】

 市民ワークショップ

 市民アンケート

 ローカルコープ

 ウェルビーイングアワード

【イメージ図： ウェルビーイング指標活用プロセス】

X X

チームA
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【市独自の客観指標として追加すべきもの】

 定住率
 移住者数
 子育てサークル等参加者数
 農地オーナー制度実施件数
 地域行事等への参加件数

【市独自の質問項目として追加すべきもの】

 「地域との関係性は、面倒でないと感じている」
 「地域で、自分の技能が活かせている」
 子育てサークル等への参加満足度

【浜松市 幸福度指標システム】（浜松市独自の質問項目や客観指標として追加すべきもの） チームA
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アペンディックス

【アペンディックス資料】
 エグゼクティブサマリー
 地域幸福度（Well-Being）指標 ダッシュボード 浜松市の特徴

チームA
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エグゼクティブサマリー（1枚目）

【浜松市が市民のウェルビーイング向上の観点から目指すべき都市像】
 国土縮図型都市として、多種多様な地域特性を持つ土地に住む市民がそれぞれに利便、不便を感じな
がらも、その土地に住む意味や意義が見いだせるまちが理想と考えた。

 なかでも、他地域よりも人口減少や人口構成比率が大きな問題となっている中山間地域でよりよく暮ら
せることが全体のウェルビーイング向上に向けて最初に取り組むべき課題。

 人口減少が進むなか、中山間地の課題は、将来、浜松市全域の課題ともなり得るため、中山間地の課
題を解決することで、浜松市全体のウェルビーイングの向上につなげる。

【選択した８つの政策領域について】
 本市は国土縮図型都市で、市域が広大あるが故に、市全体の中心化傾向となるアンケートでは、各区
域や地域の課題と本質が見えにくくなる。

 選択した８つの政策領域は中山間地域で顕著となる部分であり、人口減少が進んだ場合には、市民が
幸せに暮らすうえで全市的な課題となるもの。

 まず、「子育て」「移動・交通」「地域とのつながり」など、豊かに暮らすうえで重要なものを選択。

統合マップ

統合マップ

チームA
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エグゼクティブサマリー（2枚目）

【想定したペルソナの説明】
 少子高齢化、老々介護などが社会問題となるように、社会を成り立たせるには一定程度バランスのとれ
た年齢構成が必要。

 市としても移住、田舎暮らしを推進しているところであり、いかにして定住に結び付けるかが重要である。
 人数的には少ないと思われるが、今回想定したペルソナのうち、「中山間地域への移住・転居者（20～
40代の子育て世代）」を選定した。

【ロジックモデルの説明】
 将来像として、移住者が「地域の人との信頼関係があり、お互いが気持ちよく、安心して生活できる状
態」を目指す。

 今回のロジックモデルは、ハード面ではなく、地域住民との信頼関係やつながりに着目している。
【 浜松市幸福度指標システムの説明】
 活用プロセスにおける人材育成については、地域における取組の推進役の育成が重要。
 市独自の質問項目として、現状の課題を確認するため「地域との関係性は面倒でないと感じている」を
追加。

 国土縮図型といわれる本市においては、少数派の意見も汲み取れるものにしたい。

ペルソナ・ロジックツリー

ロジックモデル

浜松市幸福度指標システム

チームA
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添付資料（ダッシュボード）

【総合】全体

チームA



【因子別】全体



【主観詳細】全体




